
Successful Aging（サクセスフルエイ
ジング）は、健やかな高齢期を送るた

めの合言葉です。 

第１２号（平成１８年初夏号） 

発行日 平成１８年５月１５日 

発行  高齢者総合福祉施設 
吉祥寺ホーム 

情報宣伝委員会 

発行責任者 三上義樹  

さくせすふる  

えいじんぐ 

自 然 の ま ま に 

-1- 

特集 自然のままに  

見守りボランティアさんと共に            

１ 

２ 

楽々介護のツボ  ３ 

ウキウキでいさーびす！！ ４ 

在宅介護よろず相談室     ５ 

人生行路            ６ 

結んでひらいて         ７ 

ちょっとまじめなお食事辞典 ８ 

さくせすふるえいじんぐ1２号 

吉祥寺ナーシングホームをご利用の中村あきさんはお年がなんと１０２歳！！色白でお

肌がきれいなナーシングホームの有名人です。もちろん最年長です。そんな中村さんに長

生きの秘訣を伺いました。 

中村さんは平成17年6月2日に入居され、そ

の後も入退院はあったものの、今でもこうし

て明るく元気に過ごしています。中村さんは3

人兄弟の末っ子で生まれ子供の頃は海の近

くで暮らしていたそうです。「兄弟は仲よかっ

たですか？」と尋ねると「うーん、どうだったか

ねえ、何しろ兄弟みんな小学校卒業後は奉

公の為に東京にでてきたからねえ。」と話す

中村さん。その頃から吉祥寺にいらっしゃり、

とても必死に働いたそうです。ナーシングホ

ームでは、そんな中村さんの周りにいつも人

が集まっています。 

特にボランティアの方と一緒にゆっくりお庭をお散歩しながらお話し

されるときはとても楽しんでいるご様子で笑顔も絶えません。 

Ｑナーシングホームの生活はどうですか？  

「たくさんの人や職員がいるから寂しくはないわ。いつも色んな人が

私を気に掛けてくれてありがたいです。」  

Ｑ長生きの秘訣は？ 

「そうですね、何もしていませんよ。自然のままに生きたらこうなった

のよ。」と、とても穏やかにお話しして下さいました。 

不老不死は人の願い事の最たるものですが、それに逆らう事なく

自然に身をまかせて穏やかな生活を望みたいものです。        

次頁では、中村さんが望まれる生活が出来るように、側で見

守っていただいている「見守りボランティアさん」の活動を

レポートしました。 

h t t p : / / w w w . k i c h i j o j i - h o m e . c o m / 

高齢者総合福祉施設 吉祥寺ホーム 
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特集 自然のままに 

「あぁ、今日は金曜日だったんだ！」と思う時間が週末の

午後にあります。 それが見守りボランティアの渡辺さんと石

川さんが来てくださる時間です。 顔を見せてくださると「金曜

日の午後なんだな」と確認できるようになっているくらい、存

在感のあるボランティアさんです。  

プログラム活動中であればスッと輪に入り、また落ち着か

ないご利用者がいれば側に付き添って散歩をしてくださる。 

ずっと前からそこに居たかのように自然にホームの風景に

入ってきてくださいます。  

渡辺さん、石川さんのお二人に限らずホームに来てくださ

る見守りボランティアの方々に共通するのが、「ご利用者の

輪にとけ込む」姿です。 気付くと自然にご利用者の側にい

てくださるといった感じ。ご利用者をそのまま受け止めてくだ

さる見守りボランティアさんは、とても大切な存在です。  

見守りボランティアさんと共に  
見守りボランティアは、ナーシングホームの職員と共にご利用者の安心と安全を守る為のボランテ

ィア活動です。転倒につながる椅子からの急な立ち上がりに目を配っていただいたり、心細く思う方

に寄り添っていただいたり、誕生会やレクリエーションのお手伝いをしていただく事があります。 

①石川恵子さん               

②金曜日                       

③平成15年 

④今は亡き母の入院していた病院で

活動しているボランティアに刺激されて

⑤陶芸 

⑥身体も心も元気になり、行くたびに

大きな感動をいただきます。 

⑦街の高齢者に優しい心遣いをお願

いします。 

見守りボランティアさんにインタビューさせていただきました。①名前②活動日③ボランティア歴④

ボランティアを始めたきっかけ⑤趣味⑥ボランティアをやっていて良かったこと⑦皆様へ一言  

①渡辺眞智子さん                 

②金曜日                    

③平成16年 

④ｳｫｰｷﾝｸﾞ中、施設外掲示版を見て

⑤ジャズ 

⑥いろいろな方との出会いで心が潤

います。             

⑦いつまでもお元気で 

①長田元章さん 

②月曜日と土曜日   

③平成16年 

④娘と姪に「暇なんだからボランテ

ィアしなさい」と背中を押されて。  

⑤ウォーキング 

⑥人生の先輩の話を聴けて勉強

になります。 

⑦お年よりとのお付き合いは楽し

いですよ。 

①畑佐徳子さん              

②木曜日                 

③平成16年 

④娘が大島の施設に入所し、また母の

介護を終えたので。                  

⑤手工芸              

⑥私自身も楽しいひとときを過ごさせ

ていただいています。 

⑦ボランティアをお勧めします。 



『楽々介護のツボ』      介護サービス室・施設サービス担当 
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ナーシングホームに関するお問い合わせ ０４２２－２０－０８６９ （篠宮）まで 

ナーシングホームでは毎月第2日曜日、「ラベンダーの会」という園芸療法が開催されます。ボラ

ンティアの杉田講師を招き、鉢植えされた何種類もの季節のお花を眺めてお話しをしながらフラワ

ーアレンジメントをします。植物を触り、思い思いにオアシスに植えていき、植物を通して五感を刺

激し、季節を感じていただきます。作業中のご利用者の方は皆さん熱心に取り組んでおりお顔を

拝見すると、とても真剣な表情あり、優しい表情ありと様々です。そして、出来上がった花かごを皆

様愛おしそうに眺め、お部屋に持ち帰って飾ります。さて、次回はどんな植物が来るのかな？ 

ナーシングホームでは、毎朝９時３０分から１５分間ご

利用者の皆様と職員が一緒になって朝の体操を行って

います。ピアノの演奏に合わせて足踏みをしたり手足を

伸ばしたりすると、リズミカルに体が動き関節が自然と弛

んでくるようになります。 

日頃どうしても運動不足に陥りやすくなってしまうため、

毎朝の体操は大切な時間です。また朝の元気が体じゅ

うに行き渡るように、お腹から大きな声を出す発声練習

もしています。腹式呼吸をすると体が暖まり、気分も爽快

になります。 

ラベンダーの会（園芸療法）  

♪♪ピアノのリズムに乗って朝の体操♪♪  

毎朝皆様と一緒に体操することで、施設全体に元気が

満ちて来るようです。参加者もご高齢ながら年々増えて

きております。よりいっそう皆様が元気で過ごされるよう

に、私たちも新しいプログラムを提供していきたいと思っ

ています。 

＊身体を動かす運動と併せて、声を出す運動を実施して

います。５０音を大きな声で長く出したり、時節にちなん

だおしゃべりもとても好評で楽しんでいただいています。 



『ウキウキでいさーびす！！』 介護サービス室・デイサービス担当 
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デイサービスに関するお問い合わせ ０４２２－２０－０８８６（能丸・小池・清水）まで 

今年度のデイサービスは「バスハイクを毎日行う！」という目

標をかかげています。バスハイクというのは、午後2時から3時

くらいに近所のいろいろなところに小型バスで散歩に行く、とい

うもの。 

バスも毎日ご利用いただいているバス、運転手さんも毎日

運転してくださるジャパンリリーフさん。慣れているものを使っ

て楽しい事をご提供できたら嬉しいな、ということなのです。一

度のバスハイクは4人～10人と少人数の活動なので、順番に

公平にお誘いするように努めております。  

注目サービス ～毎日がバスハイク～  

春の善福寺公園です。        

こいのぼりが見事です。  

善福寺公園の紅梅が                     

満開できれいです。  

近所の武蔵野大学構内にも 

バスハイクでおじゃまします。  

デイの送迎バスは静かにゆっくり安全に走るこ

とをモットーとしております。そのためか、歩行者

の方にあまり気付かれず振り向いて驚かれる方

が多くいらっしゃいます。安全第一の運転で頑張

っていますのでどうぞよろしくお願い致します。 

デイサービスの送迎車

は、吉祥寺の大正通り

や中道通りなど人通り

の多いところも走って

おります。 

行き先は本当にいろいろなところ、例をあげてみます。善福

寺公園、中央公園、井の頭公園、北町自然観察園、木の花公

園、吉祥寺美術館などなど。どこそこの桜がきれいに咲いた、

と聞けば「それっ」と出かけていき、あそこの藤がすごいと聞け

ば「はいっ」と出かけていきます。 

これからはバラの季節ですね。職員も町を歩けばきょろきょ

ろ。どんな所がおもしろいかな、きれいかなといつもアンテナと

立てています。ご利用者の皆様は花を見るのも大好きですが

勉強するのも大好き。最近、好評だったのは吉祥寺美術館の

「鳥の巣展」でした。  

車窓から待ち行く人を眺めては「あんな服着てるよ。私の若

い頃、流行った服ね。」美味しそうなケーキ屋さんを見つけて

は「今度、娘と来てみよう。」とおしゃべりにも花が咲きます。 

みなさんのお話を伺うことは、職員が一番楽しみにしている

ことです。バスにゆられてのんびりしていると、いつのまにか

ホームに到着。美味しいおやつで一息入れます。 

ぜひ、皆様もバスハイクを楽しみに吉祥寺ナーシングホー

ムのデイサービスをご利用してみませんか? 



 在宅介護よろず相談室     介護サービス室・支援サービス担当 
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３７万２，７００円

要介護状態区分 1ヶ月の支給限度額

５万１，７００円

１０万８，２００円

１７万２，５００円

３１万８，３００円

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

２０万２，６００円

２７万８，２００円

さて今回は、４月からメディアを賑わしている『介護保険制度改正』のおもな　“改正点”　についてお知
らせいたします。

要介護状態区分 介護の度合いに応じて､以下のように分けられます。この区分によって利用
できるサービスや一ヶ月の限度額などがことなります。

要支援１

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

非該当

介護予防　　訪問介護

　　　　　　　　訪問看護

　　　　　　　　訪問リハビリ

　　　　　　　　通所介護

　　　　　　　　通所ﾘﾊﾋﾞﾘ

　　　　　　　　短期入所生活介護

　　　　　　　　福祉用具貸与　　など

　※レンタル品の中に借りられない物があります。

　　　　　　　訪問介護

　　　　　　　訪問看護

　　　　　　　訪問リハビリ

　　　　　　　通所介護

　　　　　　　通所ﾘﾊﾋﾞﾘ

　　　　　　　短期入所生活介護

　　　　　　　福祉用具貸与　　など

　※要介護１の方はレンタル品の中に借りられな

いものがあります。

要支援２

介護予防サービス

介護サービス

市が行う介護予防事業

・筋力はつらつ若返り教室

・健康づくり応援教室

・健康講座

・骨粗鬆症予防教室　　など

※おもに　「むさしの健康だより」「市報むさしの」

に掲載されますので個々の連絡先もしくは在宅介護支

援センターにお問い合わせください。

支給限度額（目安） この限度額内で使った介護保険料に関しては利用者負担は１割となります。

※１ヶ月に利用できる支給限度額内で、在宅サービスなどを
組み合わせて利用できます。

※利用者はケアマネジャーと相談して介護（介護予防）サー
ビス計画を作成し､それにもとづいてサービスを利用します。

◇他の市区町村に転入出したとき
◇市内で住所が変わったとき
◇世帯や名前が変わったとき
◇被保険者が死亡したとき

こんな時は
ご連絡を！

在宅介護のご相談は、0422-20-0847 0422-20-0857まで 



『人生行路』        養護サービス室 
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養護老人ホームに関する問い合わせ ０４２２－２０－０８７３（園田・高島）まで 

「私の大切な思い出をお話ししましょう。」 

当時恋愛結婚がめずらしかった頃、私は大恋

愛をして、六人家族の長男宅へ嫁ぎました。し

かし、結婚生活は甘くはなく、六人分の洗濯、掃

除、食事の支度で日々忙しく時間が過ぎていき

ました。特に洗濯は、たらいと洗濯板での手洗

いでしたので、冬の寒い日は辛かったです。し

かしやさしい大好きな主人の為と思いがんばり

ました。 

ある日銭湯に行った時、激しいお腹の痛みを

感じました。何とか家に帰り、義母に伝えると、

強い痛み止めを飲まされました。しばらくすると

痛みは止まりました。しかし次日再び激痛がき

ました。義母から又痛み止めを渡されました。私

は「これは異常な痛み、ここにいたら死んでしま

う」と直感しました。私は「病院にいきたいので、

兄の所で休養させてほしい」と義母に頼みまし

た。すると義母は、「だったら、二度と帰ってくる

な」との言葉、悩んでいる時間はありません、無

一文でタクシ－に乗り、兄の所へ行きました。夜

十二時過ぎにつき、兄はびっくりしましたが、近

所の医者（小児科）で診てもらったところ、婦人

科系の病気ではないかとの事、とりあえず応急

処置をしてもらい、翌日紹介してもらった産婦人

科にいきました。診断は、子宮外妊娠で卵管の

所で破裂し、出血しているとの事。もう少しこの

ままにしていたら命が危なかったらしいのです。

早速姉に付き添ってもらい手術をしました。妊娠

はできない体になりましたが、兄、姉に面倒を見

てもらい、順調に回復しました。兄達からは、離

婚を勧められましたが、主人が強く「戻ってくれ」

といいますし、私も主人に対しては未練がありま

したので、新しい気持ちに置き換えて、元に戻り

ました。 

ある日義母が主人を呼んで話しをしているの

が聞こえました。「あの嫁は、子供ができないの

かい、どうしょうもないね、出て行ってもらおう」と

義母の声、主人がどう答えるか、私は耳をそば 

だてていました。すると「かあさんのそんな考え

が変わらない限り、どんな嫁がきても、何人きて

も、うまくやれない、子供がいなくても、幸せに暮

らしていかれるはず、嫁を追い出すなら、僕も出

て行く」ときっぱり言ってくれたのです。私は主人

の勇気ある言葉に感激し泣きました。そして主

人と手を取り合って少しの身の回り品を持ち、出

て行きました。 

そして、主人は私の弟から、印刷技術を学び

私は経理を勉強し、小さいながらも、印刷屋を経

営しました。主人の誠実さで、お客さんがたくさ

んでき、順調でした。ゆとりができた頃には、二

人で休暇をとり、日本中旅行しました。主人は８

ミリ映写機をいつも持ち、帰ってきてからの編集

が趣味になりました。 

その主人も20年前、胃がんで亡くなりました。

定期受診はしていたのですが、発見された時は

余命３ヶ月との事でした。主人の残した８ミリフィ

ルムが4つの引き出しいっぱいにあったのです

が、全部処分しました。ひとりで見るのは辛いで

す。それより、あの時の言葉がなかったら、私の

人生は変わっていたかもしれません。あの時の

言葉を思いだすと、今でも涙がでます。それが

私の大切な思い出、それだけで充分です。今で

は天国にいった主人と義母のお墓を大切に守り

続けています。 

挿絵ボランティア 藤森さん作品 



『結んでひらいて』    サービスサポート室 品質管理担当 
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体験ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱも受け付けしています。お問い合わせ申込みは、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ本木

（kjjmotoki@kichijoji-home.com 0422-20-0800）までご連絡下さい。 

一週おきの水曜日。午後は茶道の時間です。 今日も２０人ほど

の方が参加なさっています。 ところで、茶道のお茶は苦そうに見え

ますね。 ボランティアをさせていただき始めたとき、先生 が立ててくだ

さったお茶をおそるおそるいただきました。 「えー！まろやか！」 なる

ほど、皆さんが楽しまれているわけです。  

まず初めに先生がていねいに立て方の説明をしてくださって、お手

前。その後何人かが交代 でお茶を立てられます。ちょっと緊張の瞬間

です。 そして、今日のお菓子は？なんとかわいい （おいしそうな）緋色

と、淡い緑の「こいのぼり」でした。 お口直しにめいめいお茶をたてて

召し上がります。 今日も十分に「五感を使った茶道」の時間でした。 

デイサービス茶道クラブ ボランティア 「五感を使った茶道」 

（写真「たんぼとりお」：吉田さん、前田

さん、和田さん、お名前に｢田｣が付くト

リオです。）  

ランドリーボランティア 今も乙女心の三人娘  

第一月曜日のランドリーボランティア三人

は、仲良し三人組み。6本の手は、山のよう

な洗濯物を手際よくたたむ魔法の手。わだ

ん苑での三つの口は生活の知恵や楽しい

話が出てくる玉手箱。温かなまなざしのや

さしい笑顔にはいつも元気をもらいます。 

ボランティア感謝の集いを３月１８日に開催致し、三上ホーム長よりお礼のご挨拶、１０年・５年

活動者に感謝状を贈呈させていただきました。またボランティアさんのご子息春風亭笑松さんの落

語で平成１７年度の疲れを癒して頂きました。ボランティア講座として、５月２１日さつき祭ではＡＥ

Ｄ講座６月末に各サービスの主任による「高齢者とのかかわり方」を、また８月２５日に「団塊世代・定年日

和」という「夕涼み会」を予定しています。お問合わせは下記担当者までご連絡下さい。 

ボランティア感謝の集い＆ボランティア講座 

春風亭笑松さん 鏡味正二郎さん ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ感謝の集い６９名参加 



〒180-0001 

東京都武蔵野市吉祥寺北町2-9-2 

電話：0422-20-0800（代表） 

Fax：0422-20-0897（代表） 

ホームページアドレス：   

http://www.kichijoji-home.com/ 

吉祥寺ホーム 

-８- 

ちょつと真面目なお食事辞典 サービスサポート室 食事サービス担当    

武蔵野市委託事業配食サービスについてのご案内 

武蔵野市の委託事業として、吉祥寺ホームでは月曜日から金曜日まで{祝祭日と年末年始（大晦日

を除く）はお休み}お昼食（お弁当）をお届けする配食サービスを行っております。敬老の日の近くに

は「お祝い膳」、大晦日には「おせち料理」を行事食として配食しております。 

一食一食、ボランティアの方々が利用者様のご自宅で手渡して下さいます。配食サービスは食事

をお届けするだけでなく、在宅高齢者の安全を見守る重要な役目も担っているのです。 

サービスの受給者は概ね６５歳以上のひとり暮らし又は高齢者のみの世帯で、心身の状態から買

い物や炊事が困難な方となっております。（費用１食５００円）サービスを希望される方には、在宅

介護支援センターの地区担当職員による訪問調査があります。詳しくは武蔵野市役所高齢者福祉

課もしくは各地域の在宅介護支援センターにお問い合わせ願います。（食事サービス担当では直

接のお申し込みはお受けできませんのでご了承下さい。） 

配食ボランティアの井口様いつも温か

い笑顔で配っていただいております。 

吉祥寺ホーム配食・献立例                 

ちらし寿司 

配食サービスお申し込みは各地区支援センターへ 

施設名称 電話

吉祥寺ナーシングホーム
在宅介護支援センター

20-0847

ゆとりえ
在宅介護支援センター
・包括支援センター

72-0313

高齢者総合センター
在宅介護支援センター
・包括支援センター

51-1975
54-4300

桜堤ケアハウス
在宅介護支援センター
・包括支援センター

36-5133

武蔵野赤十字
在宅介護支援センター

32-3155

吉祥寺本町
在宅介護支援センター

23-1213


